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株主の皆様へ
平素は、当社の事業運営につきまして格別のご高配を賜わり厚くお礼申しあげます。
この度の東日本大震災により被災された皆様には、心よりお見舞い申しあげますとともに、被災地の一刻も早

い復興がなされますようお祈り申しあげます。
ここに、第81期第2四半期連結累計期間（平成23年4月1日から平成23年9月30日まで）の営業の概況をご

報告申しあげます。
よろしくご高覧賜わりますようお願い申しあげます。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響により、
サプライチェーンの寸断で、企業の生産に多大な打撃を与えましたが、予想を上回る復旧対応により、復調の兆
しを見せております。

しかしながら、電力不足、原発事故、米国経済の停滞、欧州の債務問題及び円高の長期化懸念等不安定さが増
す状況で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは、原材料や部品の供給網の復旧、再構築を進め、早期に生産を震災前
の水準に戻すように取り組み、被災地向けの製品を最優先に出荷を行ってまいりました。国内におきましては、
震災復旧及び計画停電向けに発電機と工場向けエンジンコンプレッサの需要が伸び、売上が増加いたしました。

なお、海外につきましては、為替が円高に推移したことや中国経済の金融引き締め等により、全体として依然
厳しい状況が続いております。

その結果、売上高は国内が9,102百万円、海外が3,801百万円となり、全体では12,904百万円（前年同期
比24.1％増）となりました。

損益につきましては、売上高の増加により、営業利益は1,022
百万円（前年同期比408.3％増）、経常利益は894百万円（前年同期
比360.8％増）、四半期純利益は452百万円（前年同期比306.1％増）
となりました。

当社グループを取り巻く事業環境は、依然として厳しい状況が続く
ものと予想されますが、復興需要を背景に回復に向かうことが期待さ
れます。グループ各社の連携を一層強め、事業を通じて東日本大震災
の復興へ貢献するとともに、国内外市場に見合った製品を提供し、販
売サービス網を強化し、社会に貢献できる企業を目指してまいります。

株主の皆様におかれましては、何卒一層のご支援ご鞭撻を賜わりま
すよう宜しくお願い申しあげます。

平成23年12月

代表取締役社長　

ご挨拶
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トピックス

発電機で社会に貢献してまいります。
　発電機の国内需要は、3月の東日本大震
災による緊急対応及びその後の原発停止等
の影響を受け、電力供給が不安定な状況に
陥り停電対策や電力削減の代替電源として
発電機の需要が大幅に伸びました。
　当社は、サプライチェーンの寸断で生産
が一時停滞しましたが、早急に回復し、被
災地向けを最優先に出荷を行ってまいりま
した。
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揚水ポンプ用電源

平成23年11月1日より、九州支店の移転及び
（株）エーエスシー九州事業所を開設いたしました。

SDG60S-7AG

被災した揚水機場の
代替ポンプ用の電源
として稼働

　九州地区における更なる事業の拡充ならびに迅速化を
目指し移転いたしました。
　また九州地区の更なるサービスの充実を図るため、新
たに（株）エーエスシー九州事業所を九州支店内に併設
いたしました。エアマングループとして、九州地区にお
ける事業の拡充、部品供給の迅速化及びサービス体制の
充実を図ってまいります。

2 トピックス



決算ハイライト（連結）

経常利益

0

10,000

20,000

30,000

売上高

四半期（当期）純利益

営業利益

純資産

（百万円）

500

1,000

1,500

総資産

500

1,000

1,500

500

1,000

0

5,000

10,000

0

10,000

5,000

15,000

20,000

0

0

0

第2四半期 通期 （百万円）第2四半期 通期

（百万円）第2四半期 通期 （百万円）第2四半期 通期

（百万円）第2四半期 通期 （百万円）第2四半期 通期

10,16810,168 10,48710,487

H22
第80期

19,16019,160

H22
第80期

18,93818,938

111111

328328

H22
第80期

528528

H22
第80期

194194

201201

496496

H22
第80期

21,92421,924

10,39910,399

H23
第81期

H23
第81期

H20
第78期

12,90412,904

17,38917,389

894894

1,4071,407

22,86422,864
24,17624,176

27,79027,790

17,45917,459

1,0831,083

100100

20,49020,490 19,87219,872

H20
第78期

H20
第78期

H21
第79期

H22
第80期

H21
第79期

H21
第79期

H23
第81期

H23
第81期

H23
第81期

H23
第81期

H20
第78期

H20
第78期

H20
第78期

1,0221,022

1,3371,337

452452

803803

10,84110,84110,85610,856

7,4117,411

△297△297

17,33417,334 9,9369,936

△276△276

△361△361

1,0951,095

1818

453453

6666

10,36610,366 10,23610,236

H21
第79期

H21
第79期

H21
第79期

3決算ハイライト（連結）



地域別売上高事業別売上高 （百万円） （百万円）

自己資本比率1株当たり四半期（当期）純利益

0

20

40

0

20

40

（円）第2四半期 通期 （%）第2四半期 通期

産業機械事業■ ■  建設機械事業 ■ 国内■ 海外

第2四半期通期第2四半期 通期第2四半期 第2四半期通期第2四半期 通期第2四半期
H23
第81期

H20
第78期

H21
第79期

通期第2四半期
H22
第80期

10,03310,033

2,8702,870

5,2805,280

22,51022,510

3,8533,853

13,60613,606
14,74114,741

2,6482,648

5,6425,642

1,7691,769
8,4598,459

1,9391,939

4,2134,213

17,71117,711

H23
第81期

3,8013,801

9,1029,102

7,6987,698

9,6919,691

2,3002,300

5,1115,111

10,38510,385

17,40417,404 5,6055,605

11,85411,854

H20
第78期

H21
第79期

通期第2四半期
H22
第80期

4,0294,029

6,3706,370

8,1808,180

13,74413,744

53.353.3 54.354.3

H22
第80期

11.1411.14

H22
第80期

3.773.77

H20
第78期

15.4015.40

26.7426.74

15.1015.10
2.232.23

H21
第79期

H23
第81期

△9.21△9.21

47.147.1
44.544.5

56.956.9

50.250.2 51.251.2

H20
第78期

H21
第79期

H23
第81期

4 決算ハイライト（連結）



財務諸表（連結）

科　目
前第2四半期

自　平成22年4月  1日（至　平成22年9月30日）
当第2四半期

自　平成23年4月  1日（至　平成23年9月30日）
前　期

自　平成22年4月  1日（至　平成23年3月31日）
売上高 10,399 12,904 21,924

売上原価 8,375 9,761 17,643

売上総利益 2,023 3,142 4,280

販売費及び一般管理費 1,822 2,120 3,784

営業利益 201 1,022 496

営業外収益 51 39 94

営業外費用 58 167 61

経常利益 194 894 528

特別利益 0 4 0

特別損失 13 65 83

税金等調整前四半期純利益 180 834 445

法人税、住民税及び事業税 101 508 191

法人税等調整額 △40 △131 △85

少数株主損益調整前四半期純利益 119 456 339

少数株主利益 8 3 10

四半期純利益 111 452 328

四半期連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科　目 前第2四半期
（平成22年9月30日）

当第2四半期
（平成23年9月30日）

前　期
（平成23年3月31日）

［ 資産の部 ］

流動資産 12,821 16,568 12,853

固定資産 6,116 6,295 6,307

　有形固定資産 3,509 3,633 3,517

　無形固定資産 282 274 303

　投資その他の資産 2,325 2,386 2,486

資産合計 18,938 22,864 19,160

［ 負債の部 ］

流動負債 6,113 9,833 5,949

固定負債 2,656 2,189 2,723

負債合計 8,769 12,022 8,673

［ 純資産の部 ］

株主資本 10,208 10,789 10,425

　資本金 3,416 3,416 3,416

　資本剰余金 3,394 3,394 3,394

　利益剰余金 3,514 4,095 3,731

　自己株式 △116 △117 △116

その他の包括利益累計額 △118 △30 △19

　その他有価証券評価差額金 14 77 113

　為替換算調整勘定 △133 △108 △132

少数株主持分 77 82 80

純資産合計 10,168 10,841 10,487

負債純資産合計 18,938 22,864 19,160

四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

5財務諸表（連結）



(キャッシュ・フローの状況)
当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物
は、前連結会計年度末に比べ520百万円増加し、3,540
百万円となりました。
当第2四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー
の状況とそれらの要因は次のとおりであります。

■営業活動によるキャッシュ・フロー
営業活動によるキャッシュ・フローは、395百万円の収入
超過となりました。これは主に、売上債権の増加及び仕入
債務の増加等によるものであります。

■投資活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フローは、353百万円の支出
超過となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ
る支出等によるものであります。

■財務活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フローは、454百万円の収入
超過となりました。これは主に、短期借入れによる収入、
短期借入金の返済による支出及び配当金の支払額等による
ものであります。

科　目
前第2四半期

自　平成22年4月  1日（至　平成22年9月30日）
当第2四半期

自　平成23年4月  1日（至　平成23年9月30日）
前　期

自　平成22年4月  1日（至　平成23年3月31日）
営業活動による
キャッシュ・フロー 1,406 395 1,648

投資活動による
キャッシュ・フロー △78 △353 △230

財務活動による
キャッシュ・フロー △1,088 454 △1,548

現金及び現金同等物に係る
換算差額 △59 24 △59

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） 180 520 △190

現金及び現金同等物の
期首残高 3,211 3,020 3,211

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高 3,391 3,540 3,020

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）（単位：百万円）
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製品紹介

●エンジン大型発電機シリーズ
SDG220-7B1	 ［定格出力200/220kVA、周波数50/60Hz］
国土交通省の第３次排ガス規制をクリアしたエンジンを搭載して
SDG220がモデルチェンジしました。
環境に優しいオイルフェンス機能を持たせたフレーム構造、ボン
ネットのパネル構造、全体レイアウトの最適配置によるメンテナン
ス性の向上を実現しています。
SDG300/400/500とシリーズ化を実施しています。

●モーターコンプレッサ「PROAIR」中圧仕様シリーズ
SMSG19ED	［屋外設置型　吐出圧力1.4MPa、空気量1.8㎥/min］
SASG19ED	［屋内設置型　吐出圧力1.4MPa、空気量1.8㎥/min］
中圧仕様のSASG19がモデルチェンジし、さらに屋外仕様のSMSGも新規にシリー
ズに追加されました。
業界初の新ベルト駆動システムの採用により、ベルトのメンテナンスフリー化や、
パージ制御などの省エネ機能も充実しています。
フルオープントップカバーでメンテナンスも簡単に行えます。
屋外設置型は工場の空いたスペースに建物なしで設置でき、夏場のオーバーヒート
を回避できます。

●エンジンコンプレッサ３次排ガス仕様シリーズ
PDS130S	 ［空気量3.7㎥/min、圧力0.69MPa］
PDS130SC	［アフタークーラー仕様、空気量3.7㎥/min、圧力0.69MPa］
PDS130がモデルチェンジしました。
国土交通省の第３次排ガス規制をクリアした直噴エンジンを搭載し、低燃費を
実現しています。
好評のフラットフレーム、燃料タンクをフロントに配置、および全体レイアウ
トの最適配置によりメンテナンス性が格段に向上しています。
パネルも新規デザインとし視認性・操作性が大幅にアップしています。アフター
クーラー仕様は従来機よりさらに乾燥したエアを供給します。

SDG220S-7B1

SMSG19ED-A

PDS130SC-5C3

7製品紹介



取締役および監査役

会社概要

事業所所在地 連結子会社

社 名 北越工業株式会社

英文社名 HOKUETSU INDUSTRIES CO., LTD.

創 立 昭和13年5月15日

資 本 金 3,416,544,561円

従 業 員 556名（連結）、406名（単独）

営業品目 エンジンコンプレッサ、モータコンプレッサ、
ディーゼル発電機、小型発電機、高所作業車、
ミニバックホー、エンジン溶接機

代表取締役社長 吉 岡 謙 一
専 務 取 締 役 井 村 謙 三
常 務 取 締 役 金 澤 　 修
常 務 取 締 役 寺 尾 正 義
取 締 役 上 原 　 均
取 締 役 高 橋 謙 三
取 締 役 山 後 正 幸
常 勤 監 査 役 安 達 政 実
監 査 役 川 口 　 勲
監 査 役 小 栗 孝 雄
監 査 役 半 田 　 基

（平成23年9月30日現在）

本社・工場	 〒959-0293	 新潟県燕市下粟生津3074 
TEL.0256-93-5571（代）
東京本社	 〒160-0023	 東京都新宿区西新宿1-22-2 新宿サンエービル 
TEL.03-3348-8569
北海道支店	 〒060-0051	 北海道札幌市中央区南1条東3-9-2 
TEL.011-222-1122
東北支店	 〒983-0013	 宮城県仙台市宮城野区中野字葦畔151 
TEL.022-258-9321
新潟営業所	 〒959-0117	 新潟県燕市笹曲5-22 
TEL.0256-97-3707
関東支店	 〒370-0041	 群馬県高崎市東貝沢町1-18-12 
TEL.027-361-1600
千葉営業所	 〒260-0831	 千葉県千葉市中央区港町12-6 
TEL.043-223-1092
横浜営業所	 〒226-0016	 神奈川県横浜市緑区霧が丘1-13-5 
TEL.045-922-3337
静岡営業所	 〒422-8035	 静岡県静岡市駿河区宮竹1-10-23 
TEL.054-238-0177
沖縄営業所	 〒901-2131	 沖縄県浦添市牧港5-6-3 
TEL.098-879-3311
中部支店	 〒491-0922	 愛知県一宮市丹陽町伝法寺120 
TEL.0586-77-8851
金沢営業所	 〒920-0043	 石川県金沢市長田2-28-14 
TEL.076-233-1152
西日本支店	 〒566-0055	 大阪府摂津市新在家2-32-13 
TEL.06-6349-3631
中国支店	 〒730-0835	 広島県広島市中区江波南2-10-17 
TEL.082-292-1122
高松営業所	 〒761-0101	 香川県高松市春日町1648-2 
TEL.087-841-6101
九州支店	 〒816-0912	 福岡県大野城市御笠川6-1-2 
TEL.092-504-1831
南九州営業所	 〒899-5231	 鹿児島県姶良市加治木町反土1442-8 
TEL.0995-62-4166

■株式会社エーエスシー
■イーエヌシステム株式会社
■株式会社ファンドリー
■HOKUETSU INDUSTRIES EUROPE B.V.

8 会社概要



大株主

株式の状況

株式情報

ホームページのご案内

発行可能株式総数� 50,000,000株
発行済株式の総数� 30,165,418株
株主数� 3,192名

株主名 持株数（千株）出資比率（％）

佐藤美武 2,693 9.16
バイオグリーン有限会社 2,544 8.66
株式会社みずほ銀行 1,450 4.94
株式会社第四銀行 1,439 4.90
佐藤陽子 1,419 4.83
北越工業持株会 1,243 4.23
日本生命保険相互会社 597 2.03
北越工業従業員持株会 564 1.92
石田君江 550 1.87
日立建機株式会社 390 1.33

（注）	 1．�当社は、自己株式を776,067株保有しておりますが、上記大株主からは除
外しております。

	 2．�出資比率は自己株式を控除して計算しております。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■ 所有者別

■ 所有株式数別

金融機関

証券会社

その他の国内法人

外国法人等

個人・その他

 11名 （ 0.34％）

 27名 （ 0.85％）

 244名 （ 7.64％）

 15名 （ 0.47％）

 2,895名 （ 90.70％）

 4,214千株 （13.97％）

 324千株 （ 1.08％）

 6,634千株 （21.99％）

 359千株 （ 1.19％）

 18,633千株 （61.77％）

金融機関

証券会社

その他の国内法人

外国法人等

個人・その他

（平成23年9月30日現在）

トップ
ページ

I R
情報

省エネ
提案

当社ホームページでは、企業情報や製
品情報をはじめ、IR情報、省エネ提案
などを掲載し、当社を理解していただ
くと同時に、省エネなど皆様のお役に
立てる有効な情報の開示に努めてまい
りますので是非ご覧下さい。

http://www.airman.co.jp/

当社ホームページのサイトマップを
ご案内しております。

コンプレッサの省エネの方法をご説
明しております。是非ご活用下さい。

業績などの情報を掲載しておりま
す。

9株式情報／ホームページのご案内



株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
剰余金の配当基準日 3月31日

（中間配当を行う場合は9月30日）
定 時 株 主 総 会 毎年6月
単 元 株 式 数 1,000株
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲1丁目2番1号
事 務 取 扱 場 所 みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

証券会社に口座をお持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先

お取引の証券会社になります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社証券代行部

電話お問い合わせ先 0120-288-324（フリーダイヤル）

お取扱店

みずほ信託銀行株式会社
　本店および全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社
　本店および全国各支店

ご注意
未払配当金の支払、支払明細発行については、右
の「特別口座の場合」の郵便物送付先・電話お問
い合わせ先・お取扱店をご利用ください。

単元未満株式の買取以外の株式売買は出来ません。

公　 告　 方　 法 当社ホームページ（http://www.airman.co.jp/）に掲載します。ただし、電子公告によることがで
きない事故その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載します。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

○株主様のご住所・お名前等に使用する文字に関してのご案内
株券電子化実施に伴い、株主様のご住所・お名前等の文字に、株式会社証券保管振替機構（ほふり）が振替制度で指定していない漢字等（いわ
ゆる「外字」）が含まれている場合は、その全部または一部をほふりが指定した文字またはカタカナに変換して、株主名簿に記録致しております。
このため、株主様にご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した文字に置き換えられる場合がありますのでご了承ください。
株主様のご住所・お名前等として記録されている文字については、お取引の証券会社等にお問い合わせください。

○未払配当金のお支払いについて
未払配当金については、みずほ銀行本支店でもお取扱い致します。

10 株主メモ




